2003年～2004年度の「短期目標」と「宣教司牧計画」の反省・評価
2004年2月21日
　2003年～2004年度の「短期目標」と「宣教司牧計画」を作成したときに、わたしたちは目標と計画を十分に区別しなかったと思います。理論的に、目標はわたしたちが目指していることを表すものですが、計画は具体的にそれを遂げるために何をすべきということを表すものです。2003年～2004年度の目標、計画の場合は、どちらでも願望と実行可能な計画が混同されています。
短期目標では、4つのことを書きました。
わたしたち南部ブロック会議は、短期目標の脚注（１）に説明したような「キリスト者小グループ」が効果的な信仰共同体を築く手段であるということを信じます。目標を作ったときに、ブロックの4小教区では、キリスト者小グループが全然ありませんでした。ですからこう書きました。

「1
福音宣教する信仰共同体を体験していくように、できるだけたくさんの信徒が『キリスト者小グループ』
（１）に参加すること。



（１）
『キリスト者小グループ』は



◍　信者が共に祈り、共に聖書を読み、分かち合うため、定期的に集まるものである。




◍　５人～８人から構成されるものである。



◍　信徒が教会活動に参加しながら、教会の兄弟姉妹と親しみ、信仰共同体を体


　　
　　験する機会である。



◍　一つのグループに所属する期間は、原則として、最長3年間とする。



◍　小教区・ブロック全体が信仰共同体に変わる方法である。」
「キリスト者小グループ」は、いろいろな目的があるが、わたしたちは特にその中の小教区の宣教司牧活動の一部分を調整するために組織したキリスト者小グループを強調したがって、こう書きました。

「2 
小グループ中で、信徒が積極的に宣教司牧活動に参加できる様々な『奉仕者の集い』（2）を組織する
こと。


（2）
『奉仕者の集い』は



◍　「キリスト者小グループ」の一つの集いである。



◍　（1）で書いた指針によって組織するものである。



◍　司牧的な要望、必要性などについて共に考え、把握する機会である。



◍　ブロック・小教区の奉仕職に参加するものである。




◍　宣教司牧担当チームと密な連絡をとりながら活動する集いである。」
わたしたちはこの短期目標と計画は、小教区のものではなく、ブロックのものだということが分かっていますが、目指しているキリスト者小グループが各小教区で活躍していなければ、ブロックレベルで設置することができないと思いました。ですから、短期目標でこう書きました。
「4
小教区のレベルでは、各教会の様々な奉仕者の一部分を「奉仕者の集い」として組織すること。」
「3
ブロックレベルでは、三つの奉仕領域を特に強調して、それにかかわる奉仕者が「奉仕者の集い」として働くように努めること。


（I）
求道者・志願者と共に歩む奉仕（新しい入門講座）

(II)
子どもの信仰教育・教会学校奉仕


 
(III)
難民、移住、移動者奉仕」
　去年、この短期目標を書いたときに、奈良南部ブロックの4小教区では、キリスト者小グループが一つでもなかったが、今は、少ないところがあっても各小教区でキリスト者小グループや奉仕者の集いがあります。これを考えると、この目標は共同宣教司牧を推進する道具として役に立ちました。しかし、ブロックの信徒の中でこの目標も、長期目標も、宣教司牧もあるということを気づいていまい者が多いので、大成功であると言われません。実に、ブロック目標が分かる、それを受け入れる信徒はわずか少数派であると思います。
このキリスト者小グループ活動を実践するように、宣教司牧計画に小教区のキリスト者小グループについてこう書きました。

「3
「キリスト者小グループ」という概念の共通理解を得るよう、6月の末までに各教会の聖体奉仕者をキリスト者小グループに構成して、それを例として信徒の皆さんに説明する。

4 担当チームは、10月にキリスト者小グループのワークショップを催す。」
計画の第3について

　6月の末まで各小教区の聖体奉仕者が、担当チームの一人と共に集まりました。その時、各教会の聖体奉仕者がグループとして小教区の病人・高齢者の訪問制度作ったり、改善したりする責任を持つことと、その制度を調整することを決心しました。今（2月）の段階、その決定をまだ実践できませんでした。振り返ると、わたしたちの聖体奉仕者の「計画」は単なる目標であって、その目標が高すぎました。効果的な計画を作るように、もっと小さな項目を見分け、それを順番に実践することが必要とおもいます。
　計画に書いていないことを優先して、幸いにいろいろな目標を実現するキリスト者小グループを設置できましたが、計画によって働くことは弱かった。

計画の第4について

　これを計画通りに実行しました。40人～50人の参加者は、大きな利益を受けたと思いますが、フォローアップが不十分で、ワークショップで学んだことをたくさんの信徒に伝えることが失敗でした。
ブロックレベルキリスト者小グループについてこう書きました。

5
各小教区の代表者と担当者の一人から構成される「ブロック教会学校・子ども教育チーム」は、教会学校の行事を計画し、教会学校のカリキュラムについて話し合い、子どもの信仰養成を評価するために、毎月の第2土曜日に集まる。このチームは会議を開くことだけではなく、キリスト者小グループとして動作する。

6
担当チームは、11月に、小学校生の保護者・教会学校リーダーのための信仰教育ワークショップを催す。

7
各小教区の代表者と担当チームから構成される「ブロックキリスト教入門講座チーム」は、5月の末から月2回、非キリスト者を歓迎する入門講座を催す。このチームは講座を準備するように、キリスト者小グループとして動作する。

8
7月の末までに、ブロックの難民、移住・移動者奉仕を改善するよう、各教会の代表者と担当者の一人から構成される「ブロック難民、移住・移動者奉仕チーム」を作る。このチームは会議を開くことだけではなく、キリスト者小グループとして動作する。

計画の第5について

　計画を作った前から奈良南部ブロックの4教会の教会学校リーダーは協力して、時々合同イベントを主催しました。この計画を実践して, 月一回のブロック集いに参加するリーダーや保護者が「キリスト者小グループ」として集め、働けるように努力しました。リーダーが時々共に黙想会するために集まりました。この一年間の間、月例会を通してこの合同活動が増えたし、リーダーが子ども信仰教育のいろいろな問題についての話し合い、教会学校の活動を改善するように努力していきました。まだ完全ではないが、計画を書いたときから、子ども信仰教育が小教区別々の責任だけでなく、ブロックレベルで計画し、運営することだと言う信徒の意識が強くなったと思います。
計画の第6について

　これを計画通りに実行しました。30人～40人の参加者は、大きな利益を受けたと思いますが、フォローアップが不十分で、ワークショップで学んだことをたくさんの信徒に伝えることが失敗でした。

計画の第7について

　計画したより遅くなったが、結局、よく準備してから、月2回集まる信仰講座ができました。洗礼を受けていない求道者、探求者を同伴するチームは、4教会の信徒から構成され、「キリスト者小グループ」として集まり、熱心に働いています。
計画の第8について

　7月でなく、12月にこのブロックキリスト者小グループができました。今の段階は、そのメンバーが自分の役割について話し合って、それを明確することです。

目標にブロック会議2ついて何も書いていません。しかし計画では、こう書いてあります。

1
奈良南部ブロックの共同宣教司牧チーム（司祭、シスター、各教会の信徒4人から構成される）は、8月と12月以外、毎月の第4土曜日にブロック会議を催す。

2
短期目標とこの計画の進みが毎回のブロック会議の議題になる。2004年ブロック会計の予算を準備するよう、9月から2004年～2005年の短期目標と宣教司牧計画作りが始まる。
計画の第1, 第2について

　2月のミーティングの代わりに会議メンバーが司教の奈良地区集会に参加しました。それ以外、会議は計画通りに集まりました。会議のメンバーは、まだ自分の役割がまだ完全に分かっていないが、それを学びながら参加します。メンバーの役割と会議員である意識について、継続的な養成が必要と思います。

　ブロック会議の予算・決算の承認することがよくできました。

要するに、文字通りの意味で、2003年～2004年度の「短期目標」、「一年間宣教司牧計画」を大体実践しましたが、信徒の大部分がまだブロックがその通りに働き、進んでいることが分からないので、コミュニケーションの問題があると言うことが明確になりました。来年度の目標・計画を作るときに、そのことを考慮しなければなりません。
　







